
国リハ研紀22号  

平 成 13 年  

＜資 料＞  

理療教育部におけるLAN導入への取り組み  

太田 浩之＊  

The Measures forIntroducing LANin the Department of Massage and Acupuncture  

TrainlIlg for Visua11yImpaired Persons  

HiroyukiOHTA＊   

The LocalArea Network at the NationalRehabilitation Center fbr the Disabled was establishedin1999．  

This report describes the measures for thisIJAN proJeCtin the Department ofMassage and Acupuncture  

Trainingfor VisuallyImpaired Persons，aS Wellas the results thereof andfuture subjects．First，this  

report presents the policy offundamentalmeasures and員ve training programs carried outin2000．Next，  

it refbrs to the fbllowings．Althoughitis hardforvisuallylmPaired persons，eSPeCiallytotallyblind to use  

the graphicaluserinterface providedin the Windows，the screen reader”95Reader’’in our countrylS  

fu11y usefu1fbr the office processing works，and the Windows personalcomputers now serve as a tool  

neededin our ofnce，aS a reSult ofour taking measures，and there are someimportant meritsin the use  

Of the same application software as that non－handicapped persons use．The technicalproblems to be  

SOIved by those concernedin thefutureinclude the question ofimproving thelevelofconversion to voice  

in the screen reader and the question of realizing the morelogicaland systematic uni凸cation of the  

keyboard operationin the Windows or application software．In order to make progressin the skills of  

those visuallyimpaired persons working with non－handicapped persons，uSing Windows personal  

COmputerS，itis verylmpOrtant for the non．handicapped persons to take keeninterestinit and also the  

Orlglnally provided keyboard operating method of the Windows or application software，nOt uSing the  

pointing devices．  

キーワード：全盲者、視覚障害者、Windows、キーボード、スクリーンリーグ  

1．はじめに  可能な視覚障害を有する職員でも、当センターの一  

員として他の職員と同等のLAN環境下において、必   

当センターにおいて、1999年度中に行われたクラ  

イアント・サーバー型のセンターLAN整備［1］にあた  

り、次の2点が理療教育部における主な課題となった。   

① マウス等のポインティング・デバイスの利用不   

要な情報へのアクセス、情報の発信、共有化を実現   

すること。  

②視覚障害を有する職員によって、業務上長期にわ   

たり活用され、すでに老朽化していたOS（基本ソフ  
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スクリーンリーダについては、国内2社の製品につい  

て、比較検証を行った。   

その結果、日常の事務処理上、最も重要になるWord  

2000及びExce12000への音声化対応の状況、他のア  

プリケーション対応の多様さ、MS－DOS時代に実現さ  

れていた6点点字入力、点字ディスプレイ出力ヘの対  

応から、株式会社システムソリューションセンターと  

ちぎの95Readerを採用した。   

また、95Readerで用いられるアクティブウインド  

ウや起動タスク数の読み上げ等、スクリーンリーダ固  

有のキーアサインが簡素であることも重要な要素と判  

断した。  

2．1．3．その他のクライアント機器構成の概要   

2000年5月初めに配備されたコンピュータ構成の  

概要は以下のとおりである。  

（1）ハードウェア  

Versa Pro NX VA45（日本電気株式会社）  

OS：Windows98Second Edition、  

CPU：PentiumⅢ450MHz、HDD：12GB、  

メインメモリ：128MB  

（2）ソフトウェア  

1）「95ReaderVer．3．5B」（株式会社システムソリュー  

ションセンターとちぎ）   

2）「Zoom Text Xtra7．0」（日本電気株式会社）   

3）「ホームページリーダーV2．5」（日本アイ・ピー・   

エム株式会社）   

4）「Office2000Professional」（Microsoft株式会社）   

5）「一太郎10」（株式会社ジャストシステム社）   

6）「プレイルスターfor Windows」（ニュー・プレ   

イル・システム株式会社）   

7）「EXTRA for Windows Ver．1．2」（株式会社ア  

メディア）   

8）「Winbiff V2．31」（株式会社オレンジソフト）   

9）「東洋医学辞書」（株式会社スリー・エー・シス  

テムズ）  

2．2．研修の内容   

現在のコンピュータ及びネットワークに対する理解  

と業務に必要な操作体系を習得し、配備されたコンピュー  

タが教材作成を中心とする文書処理用として、また、  

センターLANクライアントとして充分に活用されるこ  

とを目的として、2000年度において以下のような研  

修内容を計画して実施した。その概要を表に示す。   

なお、理療教育部には、全盲者、弱視者、晴眼者の  

各職員がおり、コンピュータ操作の方法はそれぞれの  

視覚状態によって異なるという問題がある。   

具体的には、弱視者の場合である。弱視の程度によっ  

ト）をMSDOSとするパーソナル・コンピュータ  

（本稿において以下、単に「コンピュータ」という。）   

を更新し、クライアントとなる各コンピュータによっ   

て、点字はもとより墨字（点字に対して漢字かな混   

じり文を墨字と呼ぶ。以下、本稿において同じ。）   

の教材や試験問題、事務文書の作成を効率的に行う   

こと。  

また、障害者や高齢者のデジタル・デバイドが懸念  

されている現状を踏まえ、視覚障害者の情報通信革命  

への参加を支援するという認識のもとに、当センター  

LAN整備の一翼を担うこの事業に取り組むことにした。   

本稿は、2000年5月初めに理療教育部に配備され  

たクライアント機器選定の経緯、クライアントコンピュー  

タ配備後より全盲者18名、弱視者6名、晴眼者（身体  

障害者福祉法に規定する視覚障害に該当しない視覚を  

有する健常者をさす。以下、本稿において同じ。）8  

名の職員（平均年齢は全職員32名で47．7歳、全盲・弱  

視者24名で49．0歳、いずれも2000年4月当時）が混  

在するわが部において取り組んだ研修体制、2001年  

5月末までの成果及び今後の課題等について報告する  

ものである。なお、これらのクライアントコンピュー  

タが部職員により、本格的に活用され始めたといえる  

のは2000年8月頃になる。  

2．取り組みの内容  

2．1．クライアントコンピュータのハードウェア及び  

ソフトウエアの選定  

2．1．1．選定の方針   

米国Microsoft社のWindows、その対応アプリケー  

ションを利用した新しい環境に整備するために、クラ  

イアントコンピュータに必要な機器構成について、  

1999年度9月時点において、可能な限り検証して選  

定にあたった。   

ハードウェアやOSをはじめ、各アプリケーションに  

ついても、視覚障害者専用アプリケーションに固執せ  

ず、晴眼者に広く普及しているアプリケーションをス  

クリーンリーダの音声化対応の充足度に基づいて検証  

し、これらを優先的に選定した。その利点について渡  

辺［2］は、晴眼者の同僚が視覚障害者の遂行する業務  

の一部手助けや修正を容易に行えること及びハードや  

ソフトの操作方法を視覚障害者に教えやすいことにあ  

るとしている。  

2．1．2．スクリーンリーダの選定   

視覚障害者、特に全盲者にとって必要不可欠となる  
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ては、Windowsの提供する  

拡大鏡等のユーザ補助機能  

や画面拡大ソフトを利用し  

て、ポインティング・デバ  

イスにより操作が可能にな  

る場合もあるが、各人の視  

覚への影響も考慮し、全盲  

者と同様、キーボードによ  

る操作研修に一律に参加す  

るものとして、晴眼者と同  

じポインティング・デバイ  

スによる操作への研修参加  

表 研修実施の時期及び対象者分類  

研修 プ ロ グ ラ ム   実施時期   実施対象者   

講演1「視覚障害とコンピュータの活用」  2000年5月上旬  部職員全員 32名   

視覚障害者用基本操作の研修   
2000年5月下旬   

～7月上旬   

晴眼者用基本操作の研修   
晴眼者8名、弱視者6名  

2000年9月上旬  
（ただし希望者）   

視覚障害者用応用操作の研修   2000年9月上旬  全盲者 3名   

講演2「インターネット時代の知的財産権、  2000年10月上旬  部職員全員32名  セ 
情報キュリティ、情報倫理」   

は任意とした。  

2．2．1．講演1「視覚障害とコンピュータの活用」   

すべての研修に先立ち、現在のWindowsコンピュー  

タやネットワーク技術を利用することが視覚障害者の  

生活や就労にどのような変化をもたらすか、視覚障害  

者の立場から音声読み上げブラウザ、ホームページリー  

ダーの開発にも携わった日本アイ・ピー・エム株式会  

社東京基礎研究所の浅川智恵子主任研究員に講演をい  

ただき、その有効性、今後の可能性を理解する一助と  

した。  

2．2．2．講演2「インターネット時代の知的財産権、  

情報セキュリティ、情報倫理」   

ネットワーク社会における情報モラル、ネットワー  

ク上のエチケット（ネチケット）等に関する講演を慶  

應義塾大学大学院政策・メディア科の百村憲司教授に  

依頼した。不正アクセスやチェーンメール等、ネット  

ワーク社会の迷惑行為ばかりではなく、特に高度情報  

通信社会において各教官が修得しておくべき知的財産  

権や著作権の概念、入所者情報を主とする個人情報保  

護の理解について、周知徹底を図ることを期すものと  

した。  

2．2．3．晴眼者用基本操作の研修   

晴眼者の職員及びポインティング・デバイス操作の  

可能な一部の弱視者の職員については、企画課主催の  

研修会への参加により、ポインティング・デバイス操  

作を中心とする一般的なコンピュータの基本的操作を  

習得することを原則とした。  

2．2．4．視覚障害者用基本操作の研修   

視覚障害を有する職員24名に対しては、以下の内容  

の研修会を別途企画した。この研修は、日常の業務処  

理のため必要なもの、特にワープロ、メーラーの習得  

に重点を置いて実施した。   

研修対象者を4グループに分けて、以下の内容を週  

一回、2時間ずつ各5回（全5週）で実施した。それ  

ぞれの内容は、Windowsの基本的なユーザ・インター  

フェースを理解するために、ショートカットキーやユー  

ザ定義ショートカットキー、アクセスキーによる操作  

法は必要最低限にとどめ、方向キーやTabキーを用い  

るキーボードナビゲーション［3］の方法によるものと  

した。  

なお、（1）から（5）までは晴眼者の職員、パート  

職貞によるサポートのもとで、専門業者である株式会  

社ラビットに講習を依頼したが、（6）については部  

職員を講師として後目、別途実施している。  

（1）Windowsの概念と基本操作  

（2）ワープロソフト「Word2000」、表計算ソフト  

「Exce12000」の基本操作  

（3）インターネットによる情報検索  

（4）メールの送受信  

（5）自動点訳ソフト「EXTRA」による点訳  

（6）音声点字ワープロソフト「プレイルスター」に  

よる点字文書の作成  

2．2．5．視覚障害者用応用操作の研修   

95Readerの設計・販売を行う株式会社システムソ  

リューションセンターとちぎにおいて、より高度な全  

盲者の職員用の操作法、周辺機器の活用法及びネット  

ワークの基本についての研修を共同企画した。対象者  

は3名、期間は2日間として、視覚障害者用基本操作  

の研修を終了後に実施した。   

この研修に参加した視覚障害を有する職員には、部  

内の他の職員への操作指導を適宜担当してもらうとと  

もに、コンピュータ操作に関する相談・支援を担当す  

ること等により、Windowsのキーボードによる操作  

法の部内への普及に責献してもらうことを期待したも  

のである。  

研修内容は、以下のとおりである。  
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（1）Windowsのカスタマイズ  

1）デスクトップの概念と活用法   

2）ショートカットアイコンの作成と活用   

3）スタートメニューのカスタマイズ法   

4）Windowsのシステム構成とマイドキュメント  

フォルダ、Send ToフォルダやFavoritesフォル  

ダの活用  

（2）Word2000の応用操作   

1）ツールバーボタンの概念と活用法   

2）ショートカットメニュー（アプリケーションキー  

や「Shift＋FlO」）の活用   

3）ブックマークの活用  

（3）Exce12000の応用操作   

1）システムアイコンとシステムメニューの操作   

2）ツールボタンの概念と活用法   

3）セル範囲の移動と読み上げ方法   

4）オートフォーマットを利用した表の作成方法   

5）セル属性の設定方法   

6）Excelのワープロとしての活用法  

（4）ネットワークの基礎概念と活用   

1）ハブ、ネットワークケーブルの種類、サーバー  

の基礎概念   

2）「ネットワークコンピュータ」の活用   

3）ネットワークドライブの割当て方法   

4）ファイル、フォルダ、ドライブの共有の概念と  

活用法  

3．結果  

LAN導入前の理療教育部の状況及びこれら一連の取  

り組みに対する成果について述べる。  

3．1．uN導入前の理療教育部の状況   

理療教育部は、主に中途失明者を対象として、あん  

摩マッサージ指圧師、はり師、及びきゅう師を養成す  

る当センター更生訓練所の一部門である。   

理療教育に関する近年の動向では、1999年3月、  

旧文部省の示した高等学校新学習指導要領において普  

通教科「情報」が新設されたこと、また、2000年3  

月に改訂された「あん摩マッサージ指圧師、はり師及  

びきゆう師に係る学校養成施設認定規則」における教  

育課程に「理療情報処理」が導入されたことにより、  

今後の情報通信ネットワーク社会へ対応できる人材の  

養成が我々に対して社会的に要請されることになった。   

また、情報通信技術の革新、その普及は、最近の理  

療教育課程入所者の学習形態や当センターに対する入  

所者ニーズにも変革をもたらすと同時に、彼らに関わ  

る理療教育部職員の業務形態や入所者サービスそのも  

のに質的変化を求めている状況にあった。   

しかし、一例としては、理療教育部教官による教材  

作成業務は，すでに一般市場から消滅して久しいMS－  

DOSに対応する視覚障害者専用アプリケーションを音  

声化するという、高コスト、かつ経年疲労している機  

器を使用する環境のもとで行われていた。ただし、後  

述するとおり、視覚障害者ユーザのデファクト・スタ  

ンダードたるWindows環境への移行の遅れは、当セ  

ンターの場合を例外とするものではない。  

3．2．一連の取り組みによる成果と現状   

コンピュータ・リテラシーの点では、晴眼者の職員  

も含めてその習得の差はあるものの、すべての職員に  

より点字及び墨字文書が効率的に作成され、業務上イ  

ンターネットやメールが活用されているところである。  

むしろ、現在のLAN環境がなければ業務遂行上支障が  

出ることが予想される段階となっている。   

例えば、教材作成業務では、Windowsのマルチタ  

スク機能により、墨字文書への視力補助がなくても、  

墨字ワープロ画面と点字ワープロ画面を切り替えなが  

ら、1台のコンピュータ上で同時に編集すること、及  

びインターネットから最新の有益な情報を検索して、  

教材として利用することが可能となった。特に全盲者  

の教官にとって、後者は、誤字を殆ど気にすることが  

なく効率的であり、さらに先天的な全盲者の場合には、  

漢字とかなの使い分けを学ぶ手段にもなっている。   

また、職場における作業・通信環境を自宅において  

も実現するため、この取り組みを機にWindowsコン  

ピュータを購入したという部職員は全盲者だけでも数  

人ある。   

視覚障害者用応用操作の研修に参加した3名の教官  

には、現在のコンピュータやネットワーク技術のもつ  

多くの可能性を学んだことへの喜びの声が寄せられた。  

今後、多くの時間をかけて各自が研錆を積み、部職員  

や入所者に現実的、効果的な指導、助言ができること  

を望んでいる。   

この3名以外の部内の多くの職員がまだ、キーボー  

ドナビゲーション操作の段階にあり、新たな疑問や不  

安を抱いてきている状況にある。この3名の教官と協  

力して、業務に必要なキーボードによるWindows操  

作法のマニュアルを順次考案して、サーバー内共有フォ  

ルダに置いて、キーボードによるWindows操作法の  

普及・活用を図っているところである。   

センターLAN導入後、重大な問題はまだ発生してい  

ないが、各クライアントコンピュータの利用が開始さ  

れてまもなく、期末試験問題や成績の職員相互の交換、  
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臨床実習における診療録の入所者と指導教官による交  

換が電子メールにより行われる場面が一時見られたが、  

これを情報倫理についての理解を求める機会とするこ  

とができた。   

また、当センター職員として求められる情報へのア  

クセス、情報の共有、発信の実現という観点からいえ  

ば、事務連絡用の墨字文書を点訳する膨大な作業はそ  

の多くが不要となり、電子化された情報を必要な者が  

自ら自動点訳により点字化することで足りている。視  

覚障害を持つ職員への口頭による連絡事項の伝達には  

不確かさが多々見られてきたが、電子メールが利用さ  

れることで、職場における重要な連絡事項が全職員に  

確実に伝わる環境が実現している。当センター内外を  

問わず、電子メールは、障害の有無を意識させないコ  

ミュニケーションを実現している。  

4．考察  

4．1．一連の取り組みに対する考察  

（1）クライアント機器選定方針への考察   

視覚障害者専用のハードウェアやソフトウェアに固  

執せず、広く一般に普及しているハードウェアやソフ  

トウェアを優先的に採用した点においては、渡辺（前  

出）の指摘以外にも次のようなメt」ットがあげられる。  

1）同一職場において、視覚障害者と晴眼者が同一  

ファイル形式で情報を共有・発信できることに意  

義があること。   

2）視覚障害者のユーザビリティを向上させるため  

の音声化や操作性の問題点を発見することが容易  

になること。   

3）晴眼者用アプリケーションは視覚障害者専用の  

ものに比べて廉価であること。   

4）同一性能、機能のハードウェア、ソフトウェア  

を使用しつつ、操作法の異なる視覚障害者と晴眼  

者の両者が同一職場に存在することがコンピュー  

タに対するそれぞれの理解を補完させるとともに、  

その相互交流がそれぞれの立場の理解を深めるこ  

とに貢献しうること。   

視点を変えれば、視覚障害者を雇用する企業側にとっ  

てもメリットとなるものも含まれる。   

また、当センター理療教育課程入所者の多くが中途  

失明であるため、視力のある時期にWindows、Word  

やExcelなどを職場や家庭で活用し、そのユーザ・イ  

ンターフェースを記憶している視覚障害者が入所して  

くる時代がやがて訪れる。そのときに、晴眼者として  

得た知識や経験をそのままコンピュータ上で活用でき  

るという事実は、失明によって多くの喪失［4］を経験  

する彼らに喜びとともに生きる勇気を与えるに違いな  

い。   

仕事や学習に必要になる一般的なアプリケーション  

の音声化対応への要求のみならず、視覚障害者のユー  

ザビリティ向上のために、必要な改善を社会や関連企  

業に求めてゆくことも我々の使命と考える。  

（2）視覚障害者のWindowsコンピュータ利用への  

考察   

我々は、必要な情報の多くを視覚より得ており、視  

覚障害はしばしば情報障害ともいわれる。視覚障害補  

償機器として、視覚障害者によるコンピュータの利用  

は比較的早い時期より始まる。   

わが国においては、1990年代半ば以降、本体を国  

際標準機であるPC／AT互換機、OSをWindowsとする  

コンピュータが急激な勢いで普及し始めたことは周知  

のとおりであるが、この当時すでに日本電気株式会社  

製のコンピュータ、PC－98シリーズを利用し、OSを  

MS－DOSとし、さらに音声合成ソフトウェア及び周辺  

機器として音声合成装置を別に必要とするコンピュー  

タ環境によって、一部の視覚障害者のコンピュータ上  

級ユーザにはDOS用スクリーンリーダが活用され、ま  

た、一般の視覚障害者ユーザには専用音声ワープロ環  

境が実現され、全国盲学校や点字図書館に普及してい  

た。   

しかし、最近のIT（Information Technology）革  

命やグローバル化の急激な進展によるコンピュータの  

ハードウェア及びソフトウェア両面の変化への視覚障  

害者の対応や移行の遅れは、主としてWindowsのグ  

ラフィカル・ユーザ・インターフェースの特性に起因  

するものであり、特に職業をもつ視覚障害者にとって、  

Webアクセシビリティとともに国際的な課題になって  

いる［5］。   

こうした状況下、わが国で開発されたスクリーンリー  

ダである95Readerにより、Windowsコンピュータを  

音声化して、業務に活用するという理療教育部の試み  

は、1999年度の検証作業通り、Windowsの音声化レ  

ベルが技術的にはすでに実用段階にあることを証明し  

ている。   

理療教育部においては、文書作成用として視覚障害  

を有する各職員によりすでに10年以上の使用に耐え、  

センターLANには接続されないMS－DOSコンピュータ  

の廃棄、更新がクライアントコンピュータ配備後、半  

年程度の期間で実現可能と思われたが、約1年経過し  

た時点においても、MS－DOSコンピュータを併用する  

全盲者の職員が50歳代の者を中心として数人見られた。  
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視覚障害を有する職員に占める構成比として見過ごす  

ことができないが、この数字は、全盲者にとって  

Windowsへの対応や移行が困難であることを意味す  

るものではない。これらの職員の尽力により、  

MS－DOSコンピュータが業務上活用されてきた長期に  

及ぶ経緯がわが部には存在するからである。   

MS－DOSコンピュータの廃棄、更新は、これらを除  

いては順調に完了しており、この一連の取り組みによっ  

て、全盲者の職員であってもWindowsを相当程度習  

得する者もあった。全盲者の場合、Windows操作を  

習得し使いこなす者と習得の程度が一定水準にとどま  

る者の差は、MS－DOSとは異なるWindowsのユーザ・  

インターフェースを理解できるかどうかの点にあるよ  

うに思う。これは、Windowsコンピュータを視覚障  

害者に指導する際の重要なポイントにもなる。そして、  

Windowsのユーザ・インターフェースを理解するた  

めには、特別に用意された操作による視覚障害者専用  

アプリケーションではなく、ワープロ等、一般に普及  

している代表的なアプリケーションに習熟することが  

効果的である。   

また、MSDOSの時代からキーボード上の6つのキー  

をそれぞれの点に見立てた6点点字入力が視覚障害者  

の間で行われてきた。95Readerにおいても、  

Windows98、Meまではその対応を引き続き実現して  

いる。   

しかし、ショートカットキーやアクセスキーの操作、  

あるいはスクリーンリーダ固有のキー操作において、  

文字（アルファベット）キーや記号キー、機能キーや  

補助キーの押下が必要になる場面がある。6点点字入  

力はキーボード習得を疎かにさせる側面があることは  

否めない。Windowsやそのアプリケーションはキー  

割り当てが多いため、ミスタイブによる誤操作防止の  

ために、視覚障害者に対してもローマ字入力を原則と  

する指導が望まれる。   

Windowsコンピュータへの理解、その利用技術の  

向上には、まだ少しの時間を必要とするが、当センター  

においてWindows環境のもと、視覚に障害を持つ職  

員が必要な情報にアクセスし、情報の共有、発信がで  

き、効率的に教材を作成する等、文書処理の面におい  

ても成功したといえるだろうし、また、この趣旨でお  

そらくわが国に類例のない規模として実現させること  

ができただろう。   

今後は、視覚に障害を持つ職員を含め、職員一人ひ  

とりがネットワーク活用についての理解を深めながら、  

わが部においては特に成績処理を中心とする入所者情  

報管理に関する業務、臨床実習室における患者情報管  

理に関する業務のネットワークを活用した体制への移  

行という視点を念頭において、より良い方策を模索し  

てゆくことが肝要となる。  

4．2．将来への期待と課題   

この約1年間の取り組みに対する観察や部職員から  

メールにより寄せられた感想文をもとに、筆者白身の  

今後の研究課題とするものを若干の私見とともにいく  

つか紹介する。  

（1）スクリーンリーダによる音声化レベル向上への  

期待   

スクリーンリーダによるWindowsコンピュータの  

音声化は、すべてのアプリケーションにおいて完成段  

階にあるというわけではなく［6］、視覚障害を有する  

当センター職員が教材作成や事務的な文書処理を行う  

にあたって充分な程度にあるということである。   

さらに、これは音声合成エンジンに起因する問題で  

あるが、95Readerは、Windowsに登録した外字をシ  

フトJISコードで読み、ユニコード文字を「？」と発声  

する。わが国の視覚障害者が長い間、主たる職業とし  

てきたあん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゆう師  

の資格取得への学習活動やその職業生活において、こ  

れらの漢字の音声化対応は不可欠となる。なお、最近  

のユニコードには、理療教育に必要とされる漢字の殆  

どが収められている。関係団体による理療教育に必要  

な外字の統一への動きもあるが、外字も含めてこれら  

ユニコード文字のスクリーンリーダによる音声化対応  

の実現により解決される道が望ましいと考える。   

いずれもスクリーンリーダの性能向上に期待するも  

のであるが、一方で今後のOSや一般向けアプリケーショ  

ンのヴァージョンアップに、スクリーンリーダが対応  

し続けられるかどうかが課題として残る。  

（2）視覚障害者ユーザの負担軽減への対応   

Wordに初期設定されているオートインデント、オー  

トコレクト機能がある。特に、業務上最も使用される  

Wordの初期設定では、これらの機能が働くことによ  

り、視覚障害者の描く紙面イメージの形成を妨げる原  

因ともなっている。   

理療教育部では、視覚障害をもつ職員には、Word  

の初期設定の変更やあらかじめ書式を設定したファイ  

ルの配布、また、業務上必要となる操作についてのキー  

ボード・マクロ作成による対応をすることにした。   

ただし一般的には、Wordの各設定項目が多いこと  

や用語が難解なこともあり、視覚障害者自らが行うこ  

とは困難な場合が多い。Wordに限らず、視覚障害を  

もつコンピュータ初心者にも受け入れられるために、  

Windowsや各アプリケーションのカスタマイズの面  
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で、視覚障害者自身の手間や負担をどのような形態で  

軽減してゆくかが課題になる。  

（3）キーボードによるWindows操作体系のさらな  

る統一性、一貫性の確保   

Windows及びそのアプリケーションをポインティ  

ング・デバイスではなく、キーボードにより操作する  

ことは、Microsoft社が障害者対応として取り組んで  

きたところであり［7］、多くのショートカットキーや  

アクセスキーが画面表示されている。   

大切なことは、キーボードより多くのWindows操  

作が可能という次元ではなく、視覚的手がかりによら  

なくても視覚障害者白身がその操作方法を論理的、体  

系的に理解して習得できることである。これは、  

Windowsや各アプリケーションの仕様の問題である。   

一例をあげる。多くのアプリケーションにおいて、  

メニューバーからダイアログボックスを開く基本的な  

操作の中で、頻繁に利用されるコマンドは、ツールバー  

にボタン表示が初期設定されている。これを利用する  

ことは視覚障害者にも効果的である。図1は、ツール  

バーにあるフォントスタイル設定で表示されるリスト  

である。他のプルダウンメニュー、ポップアップメニュー  

と同様、上下の方向キーで選択できる。これに対して  

図2の罫線スタイルリストの場合は、リストが四方に  

並んでおり、すべての項目に移動するのは、左右の方  

向キーのみによって可能となる。画面上の並び方は別  

にしても、この場合もリスト内の移動は上下の方向キー  

に統一することによって、視覚障害者に受け入れられ  

やすくなる。  

（4）視覚障害者に対する晴眼者サポートの必要性   

デジタル・デバイド解消のために、障害者や高齢者  

の利用者と同じ立場にある人々によるコンピュータ利  

用の支援という意味でピア・サポートの必要性がいわ  

れている［8］。   

しかし、全盲者については、システムがハングアッ  

プする場合にスクリーンリーダが機能しなくなること、  

また、スクリーンリーダの不完全さが原因で、  

MSDOSに比べてはるかに多い情報量をもつWindows  

の画面情報をすべて把握することが困難であること等、  

全盲者ユーザによるサポートには、現状において一定  

の限界がみられる。   

したがって、キーボードによるWindows操作法や  

ユーザ・インターフェースを視覚障害者の立場で理解・  

指導できる晴眼者がWindowsを使用する視覚障害者  

の周囲に存在することが、ますます高性能化・多機能  

化してゆくコンピュータが導入されてゆく職場に身を  

置く視覚障害者のコンピュータ利用技術をより向上さ  

せるための重要な要件となる。晴眼者と画面イメージ  

を共有することによって、視覚障害者はそれぞれの職  

場において要求される、より高度な操作法を獲得して  

ゆくことができる。   

スクリーンリーダを利用したキーボードによる操作  

によって、視覚障害を有する職員にも可能なWindows  

コンピュータの活用方法を検証してマニュアル化し、  

視覚障害を有する職員だけでなく、理療教育部の晴眼  

者の職員やヒューマン・アシスタンス制度スタッフに  

もその関心と理解を求めてゆくことで、視覚障害を有  

する職員のコンピュータの利用幅を拡大することがで  

きるだろう。そして、視覚障害者、晴眼者それぞれの  

理解を深めてゆくことから、さらに実用的な利用法が  

見いだされるのではないかと考えている。  

qlHG丸丁シッウM－PRO  
骨HG正楷書体－PRO  
裡HG創芸角コ‘シックUB ■  

叫8副葬角ホ打棒  
智V  6 D  
埋MS PRゴシック  

MS P日  
MS Ui Gothic 
MS ゴシック  
MS 明朝  

図2 Exce12000ツールバーの罫線スタイルt」スト  図1 Exce12000ツールバーのフォントスタイルリスト  

－35－   
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状況、障害者職業総合センター資料シリーズ、N0．   
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8）総務省・厚生労働省：「高齢者・障害者の情報通   

信利用を促進する非営利活動の支援等に関する研究   
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5．結び  

「長らく視覚に障害のある人は自分の経験と思考を  

頼りに生活してきました。それは決定的な情報不足を  

補う唯一の方法だったといえます。しかし、我流、ア  

イディア倒れに陥る危険もありました。情報バリアフ  

リーが実現すると、いよいよ本格的な仕事ができるよ  

うになります」。自ら全盲の研究者、石川［9］の言葉で  

ある。近い将来、すべてのオフィスの情報が電子化さ  

れ、これに対応する充分な音声化、点字化の技術が存  

在すれば、視覚障害者それぞれがもつ能力が充分に発  

揮され、それが周囲に適正に評価されて、視覚障害者  

の職域拡大や社会参加を促進する一要素にもなるだろ  

う。その手ごたえが確かなものになりつつある。   

また、Windowsコンピュータ配備にともなう多く  

の研修の機会を得たことを幸運なことと思う。さらに、  

視覚障害者用基本操作の研修が順調に進行したのは、  

視覚障害を有する職員の取り組みへの熱意だけでなく、  

研修サポートとして視力補助にあたった他の部職員、  

パート職員の協力の成果に他ならないことを改めて言  

及しておきたい。   

この理療教育部の取り組みが視覚障害者の社会参加  

やデジタル・デバイド解消への一石の寄与になること  

を願ってやまない。  

最後に、この一連の取り組みの計画にあたり、障害  

者職業総合センターの渡辺哲也研究員（現在は国立特  

殊教育総合研究所勤務）、株式会社システムソリュー  

ションセンターとちぎの村山慎二郎バリアフリー推進  

課長、横浜市立盲学校の松田基章教諭に、それぞれの  

お立場からの有益なご助言をいただいている。心から  

の感謝の意を申し上げたい。  
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